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【面積】飽田東：3.80㎢ 飽田西：4.96㎢ 飽田南：3.34㎢

【地域人口・世帯数】（令和7年9月1日時点。以下同じ）

飽田東：8,072人・3,451世帯
飽田西：2,573人・1,128世帯
飽田南：2,851人・1,122世帯

【高齢化率】
飽田東：25.2％ 飽田西：30.4％ 飽田南：24.2％(65歳以上)

【校区内の建物がある指定緊急避難場所】

飽田東：飽田東小学校、飽田中学校
飽田西：飽田西小学校
飽田南：飽田南小学校、飽田まちづくりセンター・公民館

飽田地域の概要



【防災士の課題】

➠せっかく防災士の資格を取得し
たのに知識を活かす場所がない。
➠地域のために役立ちたい。

【自治会の課題】

➠校区防災連絡会、避難所運営委員会に防
災に関する知識を持った役員が少ない。

➠多種多様な自治会活動の中で防災まで手
が回らない。

令和５年（２０２３年）７月、課題解決のために、飽田防災士の会を設立
会員数：１３名（令和７年１０月１日）

【自治会の効果】

➠自治会の「防災」の部分を防災士の会が
担当することにより、負担軽減につながる。
➠防災士の専門的知識により防災訓練の内
容充実、質の向上につながる。

【防災士の効果】
➠防災士の活躍の場が増える。

➠地域貢献ができる。
➠スキルアップとモチベーションの
向上に繋がる。

設立の必要性



設立過程

１．資格保有者へ参加呼びかけ→設立準備会

２．規約制定

４．防災士の会の広報→活動案内パンフ作成

３．活動資金調達→自治協議会から活動資金助成・広告協賛金

５．機会あるごとに各種団体に周知活動

６．校区防災連絡会の規約改正

７．避難所運営委員会の規約改正

その結果
校区防災連絡会 会長
避難所運営委員会 委員長
は防災士の会の会員が担う



防災士の会の具体的な効果

【防災士の会を結成した後】

・会として活動することで地域からの認知度が上がり活動がしやすくなる。

地域の訓練等に会として参加する。避難所運営に会として協力する。

・会員同士の交流が増えて、情報交換ができる。

会員同士で研修会を実施する。他の会員の知識を共有する。

・地域企業からの協賛金や自治会からの支援が受けやすくなる。

個人への資金援助は難しいが会（団体）であれば支援を受けやすい。

会
と
し
て
活
動
す
る
効
果
は
大
き
い
！



避難所運営支援活動 ○マンホールトイレ組み立て指導

○貯水機能付き給水管組み立て指導



地域防災活動

飽田天明介護サービス連絡会講演

○
地
域
公
民
館
防
災
講
演

○小学校育成クラブ避難訓練



町内活動

〇町内ごみステーションに消火器２５台設置

ケーブルテレビの取材



今後の課題

１．防災士資格取得者の情報を得る手段がない
（個人情報の壁）

２．活動資金不足に伴う活動範囲の制約
（公的助成金の使途の制約）



ご静聴ありがとうございました
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